


「国際老人医療シンポジウム」主催：中村哲也アジア慢性期医療協会理事長 

 

釜山・高齢化急速進行に伴い、老人医療産業界への関心が集中 

 

7 月 27 日、釜山・海雲台・ベクスコにて『2013 国際老人医療シンポジウム』が開幕し、3日間

にわたり開催される。 

今大会は【ニューノーマル時代、老人医療を新しくデザインする】というテーマのもと、日本、

中国、シンガポール、米国など 6ヶ国から約 600 人の医療機関、及び関連専門家が参加している。

なお、このシンポジウムは 2011 年から 3 年連続で釜山にて開催されており、その理由について、

主催者であるアジア慢性期医療協会の中村哲也理事長は「釜山は高齢化に向かう速度がとても速

く、老人医療産業従事者達の関心が集中している場所である」と、27日の本誌インタビューで説

明している。 

また、中村理事長は「今回で釜山を訪れたのは 3 度目である」としながら、「快適な宿泊や会場、

美しい景観に対する会員達の賛辞があり、今後も釜山で継続的に行事を開催するだろう」と話し

た。 

実は、今回のシンポジウムは日本の関係者が大勢参加するなど、国内だけではなく、アジア主

要国からも大きな注目をあびている。それは、アジア諸国で最初に高齢化時代を迎えた日本の経

験を共有し、老人医療サービスの質の向上を試みることができる機会であるためだ。 

中村理事長は「日本は十数年前から超高齢社会に突入したといっても過言ではない」としなが

ら「老人医療と福祉に関して他のアジア諸国よりノウハウを多く蓄積しているのも事実だ」と明

かした。 

しかし、「日本の老人医療システムに欠点がないわけではない」とも指摘した。これは、其々の

医療現場から求められる様々な要求が受容されるのではなく、官僚らの便宜中心に政策が推進さ

れ、患者の特性に合わせた差別化されたサービスを提供できていないということだ。 

中村理事長は「日本では、あらゆる生活レベルの人が、違った個人的要望をしても、同質のサ

ービスしか受けられないため、現場の医療スタッフと患者の不満が大きくなっている」と語り「ア

ジア諸国は日本の成功と失敗の事例から多くの事を得ることができるだろう」と話した。 

また、中村理事長は韓国の老人医療システムに対する助言も惜しまなかった。それは、地域の

各医療機関と在宅医療の連携が重要になるということだ。 中村理事長は「開業医から総合病院に

至るまで、地域内医療機関が連携した包括的サービスを開発するとともに、在宅医療との連携の

輪も作らなければならない」と述べ、「慢性期疾患を持つ患者さまが病院で治療を受け、帰宅後も

看護師や医師が往診し、持続的に支援できるシステムが必要だ」と忠告した。 

また、今回のシンポジウムは『釜山国際シルバーエキスポ』と同時開催しており、医療現場の

医療機器に対する需要を把握する一方、現在開発されている優秀な医療機器を紹介して国際的な

販路拡大にも寄与すると期待されている。  


